
令和３(2021)年度社会福祉推進事業（医療扶助のオンライン資格確認システムの導入を踏まえ、要否意見書の電子化に向けた具体的方策

についての調査研究事業）追加分析 掲載資料 

●追加分析：医療券発行と受診の前後関係について 

本調査では、全国の福祉事務所に対して要否意見書を交付するための手順について、下表の①～⑨の

順番を聴取した。本調査で得られた全体の回答（746票）における手順の全パターンを精査し、被保護者

の「受診（⑨）」と「申請者又は指定医療機関に対する医療券の交付（⑦⑧もしくは C）」の前後関係につ

いて整理を行った。 

 

  

その結果、本調査で得られた全体の回答（746票）のうち、「受診（⑨）」の後に「申請者又は指定医療

機関に対する医療券の交付（⑦⑧もしくは C）」が行われているケースは、「新規・入院外」「新規・入院」

「継続・入院外」「継続・入院」いずれの場合でも約 3～4割見られた。 
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①医療扶助の申請

②要否意見書用紙送付 ③要否意見の求め

④検診

⑥要否意見書申請 ⑤要否意見書の記入

⑦医療券交付 ⑧医療券提出

⑨受診

A.要否意見書用紙送付（被保護者を通さず直接医療機関へ）

B.要否意見書の記入（被保護者を通さず直接福祉事務所へ）

C.医療券交付（被保護者を通さず直接指定医療機関へ）


